
 

平成 19 年 3 月期 第 3 四半期業績の概況（連結）   
平成 19 年 2 月 13 日 

 

上場会社名 株式会社 電通   （コード番号： 4324 東証第 1 部） 

（ＵＲＬ http://www.dentsu.co.jp/） 

代表者  役職名 代表取締役社長 氏 名 俣木 盾夫 

問合せ先責任者 役職名 広報室長 氏 名 小林 光二  TEL (03) 6216 – 8041 

 

１． 平成 19 年 3 月期第 3 四半期業績の概況 （平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 18 年 12 月 31 日） 

（1） 経営成績 （連結） の進捗状況 

（百万円未満は切り捨てて表示しております。） 

 売上高 売上総利益 営業利益 

 百万円    ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

平成 19 年 3 月期第 3 四半期 1,551,819 8.2 251,726 7.3 41,617 7.0 

平成 18 年 3 月期第 3 四半期 1,434,624 1.6 234,673 0.9 38,890 △8.1 

（参考）平成 18 年 3 月期 1,963,296 2.8 325,896 2.5 58,776 2.0 

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同期比増減率を示しております。 

 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

・ 当第 3 四半期（平成 18 年 10 月～12 月）におけるわが国経済は､好調な輸出を柱とした企業収益

の改善や、製造業での設備投資の増加を背景に、緩やかな回復基調を維持しているものの、個人

消費は本格的な回復には至らず、依然不透明な状況で推移しております。 

・ このような状況下、当社グループでは、クライアントに対する効果的・効率的なワンストップサービ

スの提供により注力し、積極的な営業拡大および事業活動を展開いたしました。特に、「2006 バレ

ーボール世界選手権」（平成 18 年 10 月 31 日～12 月 3 日）や「第 15 回アジア競技大会（2006／  

ドーハ）」（平成 18 年 12 月 1 日～12 月 15 日）の成功に大きな貢献を果たしたことなどで、売上を   

拡大いたしました。 

・ その結果、当第 3 四半期まで（平成 18 年 4 月 1 日～12 月 31 日）の連結業績は、「2006ＦＩＦＡワー

ルドカップＴＭ（ドイツ大会）」（平成 18 年 6 月 9 日～7 月 9 日）関連ビジネスの効果もあり、売上高

1,551,819 百万円（前年同期比 8.2％増）、売上総利益 251,726 百万円（前年同期比 7.3％増）となり

ました。 

・ これに対し、販売費及び一般管理費は、営業活動の積極化等により、前年同期比 7.3％増となりま

した。その結果、連結営業利益は 41,617 百万円（前年同期比 7.0％増）となり、オペレーティング・マ

ージン（営業利益／売上総利益）は 16.5％となりました。 

・ 当第 3 四半期末現在までの連結子会社の異動は、平成 18 年 3 月期末比で、新規 7 社、除外 2 社

で、連結子会社数は 116 社となっております。なお、平成 18 年 9 月中間期末からの異動は新規  

１社、除外 2 社です。 

・ 持分法適用関連会社の一部が四半期決算を行っていないため、営業利益までの開示にとどめて

おります。 
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２． セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

当第 3 四半期（平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 18 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 広告業 
その他の 

事業 
計 

消去又は 

全社 
連結 

売上高 1,487,486 88,207 1,575,693 （23,874） 1,551,819

営業費用 1,446,979 88,926 1,535,906 （25,704） 1,510,201

営業利益 

（△は営業損失） 
40,506 △719 39,787 1,830 41,617

 

前第 3 四半期（平成 17 年 4 月 1 日 ～ 平成 17 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 広告業 
その他の 

事業 
計 

消去又は 

全社 
連結 

売上高 1,373,282 84,465 1,457,748 （23,123） 1,434,624

営業費用 1,335,208 86,019 1,421,228 （25,493） 1,395,734

営業利益 
（△は営業損失） 

38,073 △1,553 36,520 2,370 38,890

 

〔所在地別セグメント情報〕 

当第 3 四半期（平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 18 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 日本 海外 計 
消去又は 

全社 
連結 

売上高 1,401,800 158,198 1,559,998 (8,179) 1,551,819

営業費用 1,363,817 155,214 1,519,032 (8,831) 1,510,201

営業利益 37,982 2,984 40,966 651 41,617

 

前第 3 四半期（平成 17 年 4 月 1 日 ～ 平成 17 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 日本 海外 計 
消去又は 

全社 
連結 

売上高 1,354,455 87,817 1,442,273 （7,648） 1,434,624

営業費用 1,315,368 88,305 1,403,674 （7,940） 1,395,734

営業利益 

（△は営業損失） 
39,087 △488 38,598 291 38,890
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（参考）平成 19 年 3 月期の連結業績予想 （平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 19 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

 

通 期 

百万円

2,117,585

百万円

68,827

百万円 

34,571 

（参考） 1 株当たり予想当期純利益 （通期）   12,607 円 18 銭 

 

 

※ 業績予想につきましては、当社が現時点で合理的であると判断する一定の条件に基づき作成しており、実際の業績

は、今後さまざまな要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

・平成 18 年 11 月 14 日発表の業績予想の見直しは行っておりません。 
・連結損益に関して、持分法適用会社であるピュブリシス・グループの 2006 年度下期損益（2006 年 

7 月 1 日～12 月 31 日）に対する当社持分の取り込み等の影響については織り込んでおりません。 
 

以上 
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平成 19 年 3 月期 第 3 四半期財務・業績の概況（個別）   
平成 19 年 2 月 13 日 

 

上場会社名 株式会社 電通   （コード番号： 4324 東証第 1 部） 

（ＵＲＬ http://www.dentsu.co.jp/） 

代表者  役職名 代表取締役社長 氏 名 俣木 盾夫 

問合せ先責任者 役職名 広報室長 氏 名 小林 光二  TEL (03) 6216 – 8041 

 

１． 第 3 四半期財務情報の作成等に係る事項 

①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無  ：有 

  税金費用については、簡便法による税効果会計を適用しております。 

②最近事業年度からの会計処理の方法の変更の有無  ：無 

 

２． 平成 19 年 3 月期第 3 四半期財務・業績の概況 （平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 18 年 12 月 31 日） 

（1） 経営成績 （個別） の進捗状況 

（百万円未満は切り捨てて表示しております。） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

平成 19 年 3 月期第 3 四半期 1,199,230 2.5 28,209 △ 0.4 36,097 0.9 18,063 △ 5.7

平成 18 年 3 月期第 3 四半期 1,169,603 2.4 28,319 △16.5 35,763 △11.3 19,155 △22.3

（参考）平成 18 年 3 月期 1,577,131 3.0 39,214 △ 6.0 46,218 △ 6.2 21,537 △18.2

 

 
1 株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 

1 株当たり四半期 

（当期）純利益 

 円 銭 円 銭

平成 19 年 3 月期第 3 四半期 6,587.57 6,580.95

平成 18 年 3 月期第 3 四半期 7,103.67 7,096.80

（参考）平成 18 年 3 月期 7,901.97 7,892.39

（注） 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同期比増減率を示しております。 

 

 

（参考）売上高累計上位 10 業種の業種別増減 （平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 18 年 12 月 31 日） 

 

（増加業種） 

情報･通信（前年同期比 21.5％増）､飲料･嗜好品（同 1.8％増）､家電・AV 機器（同 2.7％増）、 

流通・小売業（同 8.2％増）、 

（減少業種） 

金融･保険（同 7.5％減）、化粧品･トイレタリー（同 3.9％減）､自動車･関連品（同 2.9％減）、 

食品（同 0.5％減）、薬品･医療用品（同 2.2％減）、交通・レジャー（同 6.6％減） 
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 （参考）当第 3 四半期業務区分別売上高（個別） 

 第 1 四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 累計 

業務区分 
売上高

（百万円） 

対前年同

期比増減

（％） 

売上高

（百万円）

対前年同

期比増減

（％） 

売上高

（百万円）

対前年同

期比増減

（％） 

売上高 

（百万円） 

対前年同

期比増減

（％） 

新聞 47,927  6.4 42,735 △ 7.6 50,394 △ 2.5 141,057 △ 1.4

雑誌 17,880  6.0 18,621 5.0 20,201 △ 2.4 56,703 2.5

ラジオ 6,394 0.0 6,251 △ 2.0 6,191 △ 6.5 18,837 △ 2.9

テレビ 199,053 1.7 173,858 △ 0.9 195,794  1.0 568,707  0.6

   タイム 89,114  7.5 89,255  1.4 90,565 5.0 268,936  4.6

   スポット 109,939 △ 2.5 84,603 △ 3.2 105,228 △ 2.3 299,771 △ 2.6

ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞﾒﾃﾞｨｱ 6,134 56.9 4,855 13.3 4,945 △ 0.5 15,935 21.0

OOH メディア 9,988 △ 0.4 9,156  16.6 10,822  27.1 29,966  13.6

クリエーティブ 43,668  13.1 45,192 5.2 46,126 15.6 134,986 11.2

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 

/ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 
37,022 8.8 44,455 △ 1.6 45,176 △ 22.1 126,654 △ 7.7

ｺﾝﾃﾝﾂｻｰﾋﾞｽ 21,754 7.6 35,407 37.0 30,184 33.0 87,345 27.0

その他 5,941 2.5 5,514 △ 21.8 7,578 6.9 19,034 △ 4.5

合 計 395,765 5.1 386,047 1.9 417,417 0.8 1,199,230 2.5

 （注）1. 各項目とも百万円未満切捨て表示のため、合計金額は一致しません。 

    2. テレビは「タイム（番組提供）」と「スポット（番組間放送枠）」の合計です。 

    3. OOH メディアとは交通広告・屋外広告等のアウト・オブ・ホームメディアを指します。 

4. インタラクティブメディアとは、インターネット、モバイル関連メディアのことを指します。 

5. コンテンツサービスには、スポーツ、エンタテインメント、その他コンテンツサービスが含まれます。 

6. 「その他」には衛星その他のメディア、メディアプランニングなどが含まれます。 

 

（2） 財政状態 （個別） の変動状況 

 総資産 純資産 自己資本比率 1 株当たり純資産

 百万円 百万円        ％ 円 銭

平成 19 年 3 月期第 3 四半期 1,078,037 482,443 44.8 175,931.96

平成 18 年 3 月期第 3 四半期 1,120,310 476,328 42.5 176,474.09

（参考）平成 18 年 3 月期 1,102,001 464,524 42.2 171,913.14

 

 

（参考）平成 19 年 3 月期の個別業績予想 （平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 19 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

通 期 1,620,980 48,068 27,102 

参考） 1 株当たり予想当期純利益 （通期）   9,883 円 51 銭   

 

※ 業績予想につきましては、当社が現時点で合理的であると判断する一定の条件に基づき作成しており、実際の業績

は、今後さまざまな要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

平成 18 年 11 月 14 日発表の業績予想の見直しは行っておりません。 
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要約貸借対照表(個別) 

（単位：百万円） 

科  目 
当第 3 四半期 

（平成 18 年 12 月 31 日

現在） 

前第 3 四半期 

（平成 17 年 12 月 31 日

現在） 

（参考）前事業年度 

（平成 18 年 3 月31 日現

在） 

（資産の部） 

Ⅰ 流動資産 518,890 537,751 554,203

Ⅱ 固定資産 559,146 582,558 547,798

  資産合計 1,078,037 1,120,310 1,102,001

（負債の部） 

Ⅰ 流動負債 489,994 500,572 515,627

Ⅱ 固定負債 105,598 143,409 121,849

負債合計 595,593 643,981 637,477

（資本の部） 

資本合計 － 476,328 464,524

負債及び資本合計 － 1,120,310 1,102,001

（純資産の部） 

純資産合計 482,443 － －

負債及び純資産合計 1,078,037 － －

 

 

要約損益計算書(個別) 

（単位：百万円） 

科  目 
当第 3 四半期 

（自平成 18 年 4 月 1 日 

至平成 18 年 12 月 31 日）

前第 3 四半期 

（自平成 17 年 4 月 1 日 

至平成 17 年 12 月 31 日）

（参考）前事業年度 

（自平成 17 年 4 月 1 日

至平成18年 3 月 31 日）

Ⅰ 売上高 1,199,230 1,169,603 1,577,131

Ⅱ 売上原価 1,041,253 1,012,145 1,362,987

売上総利益 157,977 157,457 214,144

Ⅲ 販売費及び一般管理費 129,768 129,138 174,929

営業利益 28,209 28,319 39,214

Ⅳ 営業外収益 9,701 9,457 11,254

Ⅴ 営業外費用 1,812 2,012 4,249

経常利益 36,097 35,763 46,218

Ⅵ 特別利益 1,432 2,540 12,295

Ⅶ 特別損失 6,387 4,637 13,437

税引前四半期（当期）純利益 31,143 33,666 45,076

税金費用 13,080 14,510 23,539

四半期（当期）純利益 18,063 19,155 21,537

 

以上 
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